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▶
労
働
組
合
や
地
域
か
ら

活
発
な
討
論
が

　1996年７月に腸管出血性大腸菌O157が原因で発生
した、堺市の大規模な学校給食集団食中毒事件。これ
をきっかけに1997年に各地域のよりよい給食を求める
会、研究者や労働組合などが参加して「連絡会」を結
成し、大阪自治労連が事務局を担当しています。
　10月11日の第29回定期総会・学習会では、自校直営
方式の実現を求める運動、給食費の無償化や地産地消
・安全な食材を求める運動など、運動交流と方針を決
定しました。活動交流では、貝塚・岸和田・和泉の単

組から「自治体での学校給食を取り巻く厳しい現状と
課題、労働組合の取り組み」などが発言されました。
　総会後の学習会では、紀ノ川農協組合長理事の宇田
篤弘さんを講師に、「コメをはじめ、地元の有機農産
物を学校給食に提供し、安全でおいしい給食を子ども
たちに届けて、地域農業の継続発展にもつながる」と
農業の実態と課題を学んで、「公共食」（学校・保育所
・病院など公的機関が提供する食事）として学校給食
の役割を再認識できました。

（解き方）二重ワクの５文字を並べかえてでき
る言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：秋の味覚です
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（子どもたちに豊かな学校給食をめざす大阪連絡会）

「公共食」としての
学校給食の役割を再認識
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お届けします

セット共済の「個人還元金」と「サポートＵ40」セット共済の「個人還元金」と「サポートＵ40」
アンダーフォーティ

※ 加入対象期間は、2024年６月～
2025年５月となります。

　サポートＵ40は、40歳以
下の加入者に対し、セット
型と加入月数分に応じて掛
金をプレゼントする制度で
す。
　昨年と同様、個人還元金
と同時期にお届けいたしま
す。

若い方の掛金負担を
減らす制度です

「
サ
ポ
ー
ト
Ｕ
40
」　　

アンダー

（円）

セット型 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｃ1 Ｃ2 Ｃ3 Ｃ4 K1 K2 K3

掛金金額 11,500 10,370 9,110 8,070 6,880 5,740 4,630 3,330 2,230 1,140 3,280 2,860 2,050 1,840 1,630 2,830 1,690 960 710 510 1,000 1,900

還 元 額 29,070 26,230 22,450 20,100 17,500 14,360 11,060 7,900 5,010 2,330 7,030 6,080 4,640 4,170 3,690 6,120 3,770 1,890 1,230 970 2,130 3,880

2025年10年「セット共済」型別個人還元額一覧（対象期間2024.6～2025.5）

　セット共済は、払った掛金の７
割を入院や通院等の給付にあて、
残りの３割は、事業を運営する経
費にあてることを基本に運営して
います。
　年１回の決算の結果、剰余金が
出た場合、割戻金として加入者に
還元されます。
　今年度は、還元総額約１億7317

万円を加入者に還元することが決
まりました。還元時期は例年どお
りです。
　高い民間保険料を払っている
方、「セット共済」加入で負担を
抑えて、着実に貯蓄に回しましょ
う。そして、来年はあなたも還元
金をお受け取り下さい。

※ 還元対象期間に144,000円を超える
共済給付金を受けた加入者は個人還
元の支給対象となりません。※対象期間の１年間、同じセット型に加入した場合の還元額です。※対象期間は2024年６月～2025年５月




